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就活の前に


最近の就活事情

就職活動の準備について

理系学生の進路選択の流れ

就職・キャリア支援プログラム

就職指導課・キャリア支援センターを活用しよう

日本大学独自の「NU-Mail G」の利用

NU就職ナビを活用しよう

タイプ別 就活のポイント




就活準備編 自己分析


自己分析

コンピテンシーを意識しよう

コンピテンシー診断結果を活用しよう

「強み」が見つからないときは




就活実践編 業界研究・企業研究


業界・企業・職種研究

2015年度就職状況

2015年度学科別就職状況

先輩のいる業界を研究しよう

業界・企業情報の集め方，見つけ方

インターンシップを利用しよう

専門性を生かせる業界とは




就活実践編 マナー


マナーをしっかり身につけよう

身だしなみを学ぼう

大人の言葉遣いを身につけよう

電話の掛け方

Eメールのマナーに習熟しよう

手紙・ハガキを効果的に使おう




就活実践編 活動


エントリーしよう

企業を訪問する際の注意点

OB・OG訪問

企業説明会・企業訪問

履歴書の書き方

エントリーシート

自己PRについて

学生時代に力を入れたことについて

志望動機について

その他項目について

採用テスト

面接試験の形式と心構え

個人面接

面接試験の流れ

集団面接

グループディスカッション

その他の選考

面接でよく聞かれる質問

なかなか選考に通過しないとき

内定（内々定）

お礼と報告，進路届・就職活動報告書の提出

取得・受験できる主な資格



























最近の就活事情（2017年）



最近の就職活動は，2016年卒と2017年卒，2年連続でスケジュールが変更されています。2018年卒は2017年卒の就活の流れを参考に，早めに準備を進めましょう。



 就職活動スケジュール 











経団連指針により，一般的な就職活動のスケジュールが定められていますが，企業は優秀な人材を確保するために，様々な手段を用いて学生と接触してきます。インターンシップやリクルーターなど，早期から学生と接触してくる企業もあるため，乗り遅れないよう情報収集を行いましょう。






採用広報活動解禁が３月に変更になってから，インターンシップを積極的に行う企業が増えています。夏期インターンシップに加え，１～３月頃に行う冬期インターンシップが，企業ＰＲや会社説明会のように実施されるケースがあります。業界研究会や，社員懇談会という名のイベントにも要注意です。３月前にも就職活動につながる動きがありますので，「就活は３月から」と思わずに，早めに準備を進めましょう。













就職活動の準備について



スケジュールが変更になっても，選考の中身・本質は変わりません。過度に不安になったり，慌てたりすることなく，正しい情報を得て冷静に対処しましょう。



 就職活動で必要なポイントをチェックしよう 





　□　自分の進路を考えていますか？

　□　就職活動のスケジュールを理解していますか？

　□　理工学部のキャリア支援プログラムを知っていますか？

　□　就職指導課・キャリア支援センターを使っていますか？

　□　理工学部の求人情報を見ていますか？

　□　自己分析はできていますか？

　□　業界研究はできていますか？

　□　就職情報サイトを使いこなせていますか？

　□　身だしなみは大丈夫ですか？

　□　電話，メールのマナーは大丈夫ですか？

　□　エントリーって知っていますか？

　□　企業訪問のマナーは大丈夫ですか？

　□　履歴書の正しい書き方は大丈夫ですか？

　□　エントリーシートは書けますか？

　□　自己PRは言えますか？

　□　志望動機は言えますか？

　□　採用テスト対策は大丈夫ですか？

　□　面接時のマナーは大丈夫ですか？















理系学生の進路選択の流れ




 たくさんの選択肢から自分の道を決めていこう 



大学4年間（大学院に進学すればさらに数年）の課程を終えると，皆さんは社会に飛び立っていくことになります。理工学部を卒業後の進路は，就職や大学院への進学など多岐にわたります。たくさんの選択肢の中から，自分の夢や目標を実現できる道を見つけましょう。









※異分野で専門性を発揮する →専門性を生かせる業界とは を参照













2018年3月卒業・修了見込者を対象とした

就職・キャリア支援プログラム①





※卒業研究のスケジュールは一般的なスケジュールです。

※これらの講座は，理工学部就職指導課主催の講座です。

　スケジュールは全て予定ですので，就職指導課又はキャリア支援センターで確認してください。






 就職活動スケジュール 








 就職・キャリア支援プログラム 



●コンピテンシー（学部1～3年生・短大1～2年生）





●就職・キャリア支援プログラム（学部3年生・4年再履修者・院1年生・短大生）





●就職・キャリア支援プログラム（学部4年生・院2年生・短大生）












2018年3月卒業・修了見込者を対象とした

就職・キャリア支援プログラム②





※これらの講座は，理工学部就職指導課主催の講座です。

　スケジュールは全て予定ですので，就職指導課又はキャリア支援センターで確認してください。






 公務員試験対策 










 教員試験対策 







 資格取得支援（ｅラーニング） 














就職指導課・キャリア支援センターを活用しよう



駿河台校舎には「就職指導課」，船橋校舎には「キャリア支援センター」があり，皆さんの就職活動をサポートします。積極的に活用しましょう。



 アドバイザーへの相談 


将来のことについて，どんな進路があるのか，今何をすればよいのか…など，漠然としたことからエントリーシート・履歴書の添削，面接対策など，就職・キャリアに関することなら何でも相談できます。






 求人票，就活関連本等の閲覧 


理工学部に来ているたくさんの求人票から日本大学理工学部の学生を採用したい企業・官公庁が分かります。また，企業から送られてくるパンフレットと業界研究本をあわ
せて，より具体的な業界研究ができます。






 公務員・教員志望者向け対策 


公務員や教員を目指す学生向けの支援も充実しています。筆記試験対策講座の受講や模擬試験を受験することができます。その他，情報収集や学習のための資料を多数取
りそろえています。






 各種手続き 


就職・キャリア支援プログラムの講座申込みはこちらで受け付けています。また，単位認定とは関係しないインターンシップの募集情報閲覧，応募手続，保険手続などを取り
扱います。






 その他 


履歴書の配布，エントリーシート・履歴書の添削，模擬面接など，就職活動の基礎から実践にかかわるあらゆるサポートを受けられます。














日本大学独自の「NU-Mail G」の利用



就職活動中は企業とのメールのやり取りがたくさんあります。日本大学の学生として，大学独自のメールアドレス（NU-Mail G）を利用しましょう。



 「NU-Mail G」とは 




❶ 信頼性が高い




日本大学の学生しか取得できないメールアドレスなので，他人による“なりすまし”などを心配する必要がありません。企業の採用担当者からも信頼性が高くフォーマルな印象を与えます。




❷ 迷惑メールと誤解されない




企業によっては，フリーメールを迷惑メール扱いする場合もあります。「NU-Mail G」を用いると確実に企業担当者にメールを届けることができます。



❸ 就活専用のメール管理をできる




「NU-Mail G」を就活のメインアドレスにすることで，就活の情報管理・整理ができます。





取得方法は簡単!




　❶ 学内ネットワークから

　　（https://apps.nihon-u.ac.jp/noauth/StudentsIndex）にアクセス







　❷ アカウント通知画面で必要事項を入力し，「NU-Mail G」にログインするためのメールアドレスとパスワードを取得







　❸ 「NU-Mail G」のURL

　　（http://mail.g.nihon-u.ac.jp/）へアクセス







　❹ ❷で取得したメールアドレスとパスワードで「NU-Mail G」にログインし，利用規約に同意することで，すぐにアカウントを取得







　❺ アカウント取得後は，すぐに利用可能




［注意!］




就職活動には基本的にパソコンのメールアドレスを用い，携帯電話のメールアドレスは緊急用にとどめましょう。













NU就職ナビを活用しよう



NU就職ナビは日本大学が開発した就職支援サイトです。IDとパスワードによって管理され，キャンパス内からだけでなく，自宅など学外からも利用できます。




NU就職ナビにいますぐ登録！

https://recruit.nihon-u.ac.jp





　ログイン方法　



統一学生番号：学生証のバーコードの下の16桁の数字

パスワード：初めてログインするときは，西暦からの生年月日8桁（例：19950401）

登録方法や使い方など，詳細は就職指導課・キャリア支援センターで確認してください。



 求人情報検索 



約16万件の企業情報と年間約1万社から届く求人情報を検索できます。企業情報だけでなく，最近の業績や概況に関するコメントが網羅されています。また，大学に寄せられた求人票をいろいろな条件設定で検索できます。







 就職活動報告書 



日本大学の卒業生（全学部）が残してくれた貴重な資料です。エントリー時期や採用テストの内容，面接で聞かれたことなど，普通は知ることができない情報を見ることができます。先輩たちの進路は民間企業をはじめ，公務員，教員など多岐にわたります。








※あくまでも過去の実例です。人によって異なる場合もありますので，「過去の体験談」として，参考程度に頭に入れておきましょう。













タイプ別 就活のポイント





Uターン・Iターン就職希望者の 就活ポイント





合理的な活動を心掛けよう




Uターンとは，地元に戻って就職すること，Iターンとは，故郷以外の地域で就職することです。本学から離れた地域の会社の説明会や面接に参加するのですから，しっかり準備して計画的に行動しましょう。


■ 関連機関




　・新卒応援ハローワーク

　・地元の商工会議所










女子学生の 就活ポイント





ライフプランを立てよう




女性の場合，出産や育児といった人生の転機を考慮したライフプランを立てることが大切です。家庭と仕事を両立させている女性は増えています。企業や職種を限定せず，幅広い視野で志望企業を探しましょう。


■ 関連機関




　・21世紀職業財団

　・女性労働協会










障がい者の 就活ポイント





各種機関のサポートを利用しよう




専用求人サイトの開設，公的機関のサポートなどで，障がい者の就職先は広がっています。就職指導課・キャリア支援センターでは，就職活動の進め方，アドバイスなどの個別相談を行うほか，求人情報も紹介できます。


■ 関連機関




　・東京障害者職業センター

　・クローバーナビ，ウェブ・サーナ（WEB サイト）










留学生の 就活ポイント





自分ならではの強みをアピールしよう




国籍に関わらず優秀な学生を採用したいという企業が増えています。自分ならではの強みを分析して就職活動に臨みましょう。また，内定が出たら，在留資格の変更など，事務手続きも忘れずに行いましょう。


■ 関連機関




　・東京外国人雇用サービスセンター

　・外国人在留総合インフォメーションセンター

　・NPO法人 国際留学生協会









関連機関を検索してみましょう。

























自己分析



自己分析は就職活動の第一歩です。自分を知り，自分の個性をしっかりと理解しておくことは，今後の就職活動を進める上で，皆さんの基盤＝軸となります。



 自己分析の目的 



採用選考では「自己PRをお願いします」や「志望動機をお願いします」という質問が必ず問われます。皆さんは自分のアピールポイントや，その会社に入りたい理由を言うことができますか？この自己PRや志望動機を自信を持って言うためにも，「自己分析」を行い，自分がどのような特性を持っているか，どのようなことに興味があるかなど，客観的に認識することが大切になります。自分の価値観を明確にし，自分自身をしっかりと理解しましょう。



 自己分析のポイント 





　自分の希望や適性を具体的に把握する　




「自分の能力（可能性）」「自分がやりたいこと」「自分のライフプラン」などを分析，整理して自分に合う企業を見つけましょう。



　自己分析の結果が自己PR・志望動機につながる　




自己分析をすると自分の個性＝強みが客観的に見えてきます。

自己分析から得た結果を自分自身の言葉で表現することで，あなたを印象づける「自己PR」「志望動機」につながります。



　自己分析は繰り返し行う　




自己分析は完成することはなく，終わりもありません。就職活動をしていく中で変化していくものです。



　自分の可能性を限定しない　




「興味がない」「自分にはできない，向いてない」「これしかやりたくない」などという考えに固執しすぎないこと。こだわりも大切ですが，行き過ぎると自分の可能性を狭めることになってしまいます。視野を広げることで新たな可能性がたくさん見えてきます。







自己分析は

企業とのミスマッチを防ぎ，自分が描くライフスタイルを実現するための

第一歩！







 自己分析の方法 



いろいろな角度から自己分析をしてみましょう。自分自身を見つめ直し，その時々のエピソードや出来事を「なぜ」，「それで」と掘り下げていきましょう。



　❶「過去」の自分を振り返る　




自分の経験を振り返り，どのようなことをやってきたか整理しましょう。その際に，どのような気持ちで，なぜそれを取り組んだのか，何に興味があったのか，なぜ興味を持っていたのか，など，些細な出来事でも構
いませんので掘り下げていきましょう。



　❷「現在」の自分を見つめ直す　




大学生活を客観的に見つめ直してみましょう。学生生活で力を入れたこと，なぜそれに力を入れたのか，困難をどう乗り越えたか，そこから何を学び，どう成長したか，など，大学での出来事を整理し，現在の価値観や職業観を考えていきましょう。



　❸「将来」の自分を考える　




将来自分が何をしたいのか，どのような社会人になりたいのか，将来の夢は何か，将来像をイメージしてみましょう。具体的に20代・30代・40代・50代とキャリアプランを描いてみてもよいでしょう。



　❹他人から見た自分を考える　




家族や友人，先生など，第三者から見た自分を評価してもらいましょう。自分が周りからどのように見られているか知ることで，新たな発見があるかもしれません。







このほかにも自己分析の方法はたくさんあります。

自分を理解するために，

いろいろな手段を用いて自分を分析してみましょう。















コンピテンシーを意識しよう



就職活動では，自己分析や意識改革が必要といわれます。これはなにも，人格全てを入れ替えようという意味ではありません。大切なのは，意識して変えることができる部分に絞り，強みを伸ばしていくことです。「コンピテンシー」を一つの目安に，自己分析を進めていきましょう。



 コンピテンシーとは？ 



高い成果を上げることができる行動や思考特性のことです。営業や事務などで，実際に高い業績を上げている人物の行動や考え方の要素を企業ごとに定義しており，採用時にコンピテンシー面接が行われています。どんな行動をしているのか，どんな思考をしているのかを分析し，あなたの強みを見いだします。





こんな要素がよく知られています！




　● 相手の立場に立ってものごとを考えること

　● 改善点を見つけ，提案し，行動すること

　● 常に好奇心があり，情報を敏感にとらえること






自分の自覚していない力を知る


ビジネス社会において活用・実践されているコンピテンシースキルを理解し，在学中にトレーニングすることで，実社会で通用する有能な人材へと成長できます。コンピテンシー診断を受検して，自分の自覚していない力を知ることから始めましょう。







 大学のカリキュラムとの関係 




● コンピテンシー診断の目的は，自分の優れた力（強み）を把握し，弱点（弱み）を認識することです。その強みや弱みを，大学での学習や研究活動の中で自ら高めることによって，自分の未来の可能性を大きく向上させることができます。

● 社会で役立つ自分の力を知り，積極的に活動を始めるためのサポートプログラム，それがコンピテンシー診断です。









 コンピテンシー診断でわかる自分の「６つの強み」 



コンピテンシー診断では，ビジネス社会（企業）が求めている大きな6つの強み＝コンピテンシーを測定します。皆さんが「近い」と思う項目を選択して回答することによって，コンピテンシーを見つけていきます。















コンピテンシー診断結果を活用しよう①



日本大学理工学部のHP（http://www.cst.nihon-u.ac.jp/）から,今まで受検したコンピテンシー診断の結果を見ることができます。以下の手順でコンピテンシー診断のページまで進んでください。

※掲載している画像はPC版です





❶日本大学理工学部のHPにアクセスし,「就職支援情報」をクリック　※画像はPC版です















❷「コンピテンシー診断（受講生専用ページ）」をクリック















❸「2016年コンピテンシー診断」から自分の対象学年をクリック















❹IDとパスワードを入力しログインしてください。







【ID】

下表の学科番号（3桁）＋学生番号（4桁）


　例）数学科学生番号1234の場合

　　　→S131234




※パスワードがどうしても分からない方は,就職指導課・キャリア支援センターまでお問い合わせください























❺診断結果を確認




過去に受けた結果も確認できます。過去３年分の結果を見比べることで，自分の特徴が分かったり，学生生活において変化したことが分かったりします。















❻詳細の解説画面




強み・弱みや，人材モデルとの適合度，ポイントを見ることができます。









　












コンピテンシー診断結果を活用しよう②



コンピテンシーテストの結果画面では，人材としてのポイントはどういう点か，向いている仕事はどんなものかといった点をはじめ，持っている能力・資質に
ついての強み・弱みを発見することができます。



 診断結果の見方 



●コンピテンシーチャート





❶能力発揮の持ち味



要望に応える力・新しい価値を創る力・何かを変える力・きちんとやる力

4つの力をチャートで表しています。



❷人材の基礎力



自らを生かす力・互いを生かす力

組織(チーム)において，自分自身や周囲の人間の能力をどれだけ発揮させられるかを表しています。




●人材モデルマッチング





❸各人材モデル適合度（10段階評価）



8つの人材モデルに対し，今回の診断における適合度を10段階(1～10点)で表しています。



❹希望する人材モデルと啓発コンピテンシー



受検時に希望した人材モデルと，その人材モデルに近づくために必要なコンピテンシーが掲載されています。希望の人材モデルに近づくためには，❺啓発ポイントを意識し，行動してみましょう。




●コンピテンシー別10段階評価





❻評価と概要



今回の診断における各コンピテンシーの発揮度合いを10段階(1～10点)で表しています。




●よく発揮されているコンピテンシー：強み


●あまり発揮されていないコンピテンシー：課題





❼強みのコンピテンシー



点数の高い項目をピックアップし，強みを生かすためのアドバイスを掲載しています。



❽課題のコンピテンシー



点数の低い項目をピックアップし，課題を改善するためのアドバイスを掲載しています。



❾チェックポイント・啓発ポイント



❼，❽それぞれの項目に対し，チェックポイントや啓発ポイントが書かれています。自己分析の参考にし，就職活動や，今後の学生生活へ生かしていきましょう。











「強み」が見つからないときは…




どんなに自分を振り返ってみても，強みが思いつかず，苦手なことばかり見えてしまう人もいるかもしれません。そんな人は，発想を逆転させてみましょう。そうすると，これまで「神経質なタイプ」だと思っていた自分の性格が，実は「几帳面で誠実な人」と，プラスイメージに変えることができます。




























業界・企業・職種研究



業界研究と企業研究は就職活動を進めるにあたりとても大切なものです。自分が納得する就職先を見つけるためにも，業界・企業をしっかり理解し，就職活動の方向性を決めていきましょう。


 業界とは 


同じ領域で活動している会社を一つのまとまりとして捉えたものです。まずは代表的な業界を研究し，企業研究へと掘り下げていくことが第一歩です。理工学部の先輩が多く就職している業界を 「2015年度就職状況」 「2015年度学科別就職状況」 「先輩がいる業界を研究しよう」 にまとめました。参考にしましょう。






 職種とは 


営業，事務，技術など，職業の種類のことです。一つの会社の中でも様々な役割があり，各部署に分かれています。さらに各部署の中でも担当が分かれていたりすることもあり，多様な働き方が存在します。職種は自分の資質（特性）と深く関わっています。しっかりと自己分析をした上で，職種について考えましょう。






技術系の多くは，メーカーや建設，情報・通信・IT業界が中心で，銀行業や旅行業でもシステム関係などの仕事があります。技術に関する専門知識や予備知識が必要ですが，文系学生の採用を積極的に行う企業もあります。








● 設計・積算・測量・施工・施工管理・研究・開発・インダストリアルデザイン・生産技術・生産管理・品質管理・SE（システムエンジニア）・ネットワークエンジニア・プログラマー・カスタマーエンジニア・公務員（技術系）など












大企業と中小企業（従業員500名以上を大企業とした場合）





理工学部生の就職実績（2016年3月卒）は大企業66.2％，中小企業33.8％となっています。大企業は資産，設備などが充実しており，構成部門が幅広く，職種も多いのが特徴です。中小企業は産業界に占める割合が高く，特定分野で高い実績を持つ優良企業も少なくあ
りません。








 「文系職種」でも理系の能力が求められる 


文系の仕事のように思える営業職でも，製造業や建設業，情報処理，商社など多くの業界で理系の専門知識が必要とされます。また，大学で培った実験計画を立てる，データを分析する，検証するというプロセスは仕事をする上でも重要です。「理系だから」と選択肢を限定せず，「やりたいこと」をしっかりと考えて職種を選びましょう。






顧客の現状を把握し，商品・サービスに関する知識・情報を提供，見積り・交渉・契約を経て，代金が入金されるまでの全てに関わります。








● 営業（法人向け・個人向け）・技術営業・販売（店舗販売・訪問販売）・MR（医薬情報担当者）など












マスコミ，福祉，教育，法曹，証券などの業界内で必要となる専門的スキルや資格を身につけて働く仕事です。免許や資格の取得が前提になる仕事もあります。








● ディレクター・教師・宅地建物取引士・ファイナンシャルプランナーなど












人事・総務から，経理・財務，広報・宣伝など，企業活動を根底で支えることが多い仕事です。








● 総務・人事・労務・経理・広報・マーケティング・営業事務など












企業選びのチェックポイント






❶ BtoB企業に目を向ける







企業間で取り引きを行う会社が「BtoB企業」です。企業相手に商売をしているので有名でなくても堅実な経営で将来性のある企業はたくさん存在します。例えば，車に興味がある人なら，ナビゲーションシステムやタイヤなど周辺機器・機材の製造会社など，大企業の取引先，関連会社などを調べてみましょう。








❷ どんな業界に関わっているか







多くの企業は，複数の業界にまたがった活動をしています。その企業がどんな業界に関わっているかを調べ，自分がどのような分野に関わりたいかを考えることが必要です。







❸ いろいろな人の意見を聞く







資料はもちろん，先生や就職指導課・キャリア支援センターのスタッフ，卒業生，父母
などの話を聞くことも必要です。独りよがりにならず，冷静に考えるようにしましょう。















2015年度就職状況





 理工学部 就職状況 


理工学部，理工学研究科の業種別就職状況です。次項からは，各学科の業種別就職状況を掲載していますので，自学科の先輩達がどのような業種に就職しているか確認し，企業探しに役立てましょう。



2016年4月1日現在






就職実績一覧




【建設業】大林組／清水建設／積水ハウス／大成建設／大和ハウス工業／戸田建設
【製造業】関東化学／スズキ／大日本印刷／東芝／凸版印刷／日本電気／富士重工業／本田技研工業／横浜ゴム
【電気・ガス・熱供給・水道業】東京ガス／東京電力
【情報通信業】NTTデータ
【運輸業】JR東海／JR東日本／東京地下鉄
【公務】国土交通省／千葉県庁／東京都庁／東京都特別区（23区）／横浜市役所 ほか






 理工学研究科 就職状況 




進学後はより高度な専門知識を修得し，様々な業界の専門的・技術的職業に就く割合が高くなっています。専門性を高めたい方や，研究職・技術職に興味のある方は大学院への進学も視野に入れましょう。



2016年4月1日現在






就職実績一覧




【建設業】大林組／鹿島建設／五洋建設／清水建設／竹中工務店
【製造業】オリンパス／京セラ／スズキ／大日本印刷／凸版印刷／トヨタ自動車／日本電気／日立製作所／富士重工業／三菱電機
【電気・ガス・熱供給・水道業】東京ガス
【情報通信業】NECソリューションイノベータ
【運輸業】JR東日本／全日本空輸
【その他】三菱UFJモルガン・スタンレー証券
【公務】国土交通省／千葉県庁／東京都庁／東京都特別区（23区） ほか

















2015年度学科別就職状況

土木・交通・建築・海建




●土木工学科






●交通システム工学






●建築学科






●海洋建築工学科







土木・建築系は，建設業，技術系公務員，インフラ系の土木施工・建築施工職，コンサルタント，建材メーカーや住宅メーカー，不動産，建材やエクステリア・インテリア，設計事務所など，専門性を生かした職種から選ぶことができます。











2015年度学科別就職状況

機械・精機・航宇



●機械工学科






●精密機械工学科






●航空宇宙工学科







機械系は，製造業において，研究・開発，企画・設計などの上流の工程から設置やメンテナンスなど，幅広い工程で仕事ができるのが特徴です。また，機械メーカーだけでなく，化学･食品･医薬品メーカーの生産技術職など，幅広い業種で機械の専門性を求められています。













2015年度学科別就職状況

電気・電子




●電気工学科






●電子工学科







電気・電子系は，建設業から製造業，情報通信業，サービス業など，あらゆるものづくりの分野でニーズがあります。製品設計，電気・電子回路の設計など，研究の分野はもちろん設計・開発という職種に就くことができます。











2015年度学科別就職状況

応化・物理・数学




●物質応用化学科







化学系は，化学･医薬品などのメーカーのほか，自動車メーカー，電機メーカー，建材メーカー，エネルギー関連会社などが化学系人材を求めています。先輩が就職した企業を参考に，様々な方面に目を向けて情報収集をするとよいでしょう。




●物理学科






●数学科







物理・数学系は情報通信業や教育・学習支援業，学校教育へ多く就職しています。専門性を生かす企業はもちろん，物理や数学の基礎知識はあらゆる分野の根底となる知識なので，幅広い業界･業種で重宝されます。








理工学部の学生を採用します！！




このように話す企業がたくさんあることを知っていますか？

現在世の中には400万社を超える企業が存在すると言われています。その中から自分にあった就職先を見つけることは非常に難しいことですし，誰もが知っている有名企業がよいとは限りません。ではどのように企業を探すのか。

実は理工学部生を採用したいという企業はたくさんあり，年間1,500件前後の求人が届きます。理工学部生を採用したくてわざわざ大学に来校し，求人を届ける企業がたくさんあるのです。学内での説明会を開催したいという要望も多く，全て受けきれていないのが現状です。

大学に届いている求人票。見たことありますか？


















先輩がいる業界を研究しよう

建設業，製造業



2016年3月に卒業した先輩たちの就職先の一部を業界ごとに紹介します。 2015年度就職状況 にあげた大手有名企業はもちろん，一般的な知名度は高くなくても，業界ではメジャーな理工学部ならではの就職先がたくさんあります。



 建設業 






新興プランテック（株）


製油所や石化プラントなどのメンテナンス，改修工事が柱






高砂熱学工業（株）


建物の環境設備・設計・施工。理工学部の校舎も






（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構


新幹線をはじめ，都市鉄道などを建設






（公財）東京都都市づくり公社


地域の個性や魅力を生かした都市づくり






東鉄工業（株）


鉄道工事に強み。JR東日本と深いつながり






日揮プラントイノベーション（株）


日揮グループ中最大規模のエンジニアリング子会社






 製造業 






小野薬品工業（株）


がんに強い研究開発型の医療用専業メーカー






オムロン（株）


制御技術のほかヘルスケア製品も






オルガノ（株）


総合水処理エンジニアリングで国内トップシェア






（株）小森コーポレーション


お札を印刷する機械を全世界へ提供






（株）重松製作所


防毒マスク・自給式呼吸器でトップシェア






（株）スリーボンド


業務用シール剤，接着剤の開発・製造・販売






ダイキン工業（株）


日本初のエアコンを開発し，空調事業をリード






（株）日立ビルシステム


昇降機の製造・販売・メンテナンスを軸に，建物の総合管理などを行う






（株）ホンダテクノフォート


ホンダグループで四輪車の研究開発に特化






ミネベア（株）


極小ボールベアリング世界トップシェア






（株）吉野工業所


日本で初めてペットボトルを開発。身近なところに製品が






理研計器（株）


ガス検知器，警報器のパイオニア












先輩がいる業界を研究しよう

情報通信業，運輸業，卸・小売業




 情報通信業 






宇宙技術開発（株）


人工衛星，ロケット，宇宙通信などのシステム構築






AGS（株）


独立系の情報システム会社。年商の３割がりそな銀行向け






（株）エクサ


IBMとJFEの合弁情報処理会社






（株）エヌ・ティ・ティエムイー


情報通信サービスを安定的に提供






（株）コナミデジタルエンタテインメント


モバイルゲーム，アミューズメントゲームなど開発






（株）サイバーエージェント


インターネット領域で成長し，メディア，広告，ゲームを柱に事業を展開






ニッセイ情報テクノロジー（株）


日本生命をはじめとするニッセイグループのIT戦略を担う






日本電気航空宇宙システム（株）


ソフトウェア技術で，国の安全・安心に貢献






 運輸業 






伊藤忠ロジスティクス（株）


陸・海・空の物流機能を有する総合物流サービス企業






（株）エージーピー


航空機への動力補給・空港特殊設備の保守やフードカートの製造






国際航業（株）


最先端の空間情報技術を活用するコンサルティング企業






（一財）東京都営交通協力会


都営交通利用者や都民の利益の増進に貢献する公益法人






成田国際空港（株）


日本の主要空港である成田国際空港の運営・管理を行う






 卸・小売業 






（株）エービーシー商会


「ABC商会の商品の上を歩いたことのない人はいない」建材商社






シナネン（株）


エネルギー商社。Ag＋の提供など，生活関連，環境事業も






丸紅エアロスペース（株）


宇宙・航空・防衛分野の製品を扱う専門商社












先輩がいる業界を研究しよう

調査・専門サービス業，その他サービス業




 調査・専門サービス業 






いすゞエンジニアリング（株）


自動車に特化した開発






（株）オリエンタルコンサルタンツ


建設コンサルタントを代表する企業






オリジナル設計（株）


上水道・下水道に関するコンサルタント業務






首都高技術（株）


首都高の設備，ETCなどの建設・維持管理






(株)新日本科学PPD


医療品開発の受託研究機関






（株）長大


交通・土木・都市基盤整備などの総合建設コンサルタント






（株）日水コン


水の総合コンサルティング企業として業界をリード






日本交通技術（株）


鉄道，道路をはじめとする交通基盤整備に関する建設コンサルティングサービス






 その他サービス業 






（一財）建材試験センター


国内最大の総合試験検査機関






ＪＲ東日本テクノロジー（株）


鉄道車両及び関連機械設備の開発・改造・保守






（公財）千葉県下水道公社


千葉県の下水道事業をトータルにサポート






（株）日本テレビワーク24


ビルメンテナンス，設備工事，リース業務を通じて日テレグループを中心とした企業運営をサポート






（株）乃村工藝社


空間デザイン・ディスプレイの業界No.1






三菱電機プラントエンジニアリング（株）


三菱電機製品の システム保守，修理，エンジニアリングが主業務






※各企業の業界は，日本大学使用の産業分類表を基に分類していますが，一部変更している箇所もあります。

※各企業のホームページから引用












業界・企業情報の集め方，見つけ方


業界・企業の情報を集めるには，以下のような方法があります。

変化する経済状況を頭の中に入れながら，情報収集を進めていきましょう。



❶ 大学の求人票，NU就職ナビ，学内企業説明会・業界セミナー






就職指導課・キャリア支援センターには，理工学部の学生を採用したい企業からの「求人票」がそろっています。また，学内に企業を招いて業界や企業の内容を紹介する学内企業説明会や業界セミナーを実施しています。





❷ WEBサイト






企業のホームページ，就職情報サイト，アナリストのレポートなど，業界に関する情報がインターネット上にあふれています。検索エンジンやポータルサイトを使いこなしましょう。





◆主な就職情報サイト










マイナビ2018




https://job.mynavi.jp/2018/





リクナビ2018




https://job.rikunabi.com/2018/





キャリタス就活2018




https://job.career-tasu.jp/2018/top/





ウェブ・サーナ




https://www.web-sana.com/












❸ 合同企業説明会（セミナー）






就職情報サイトを運営する会社の多くは，合同企業説明会（セミナー）を開催しています。業界や企業の最新情報を得る絶好の機会ですので，積極的に利用しましょう。





❹ 新聞・雑誌・書籍






業界紙からは特定業界の情報を得られますし，一般紙でも大まかな動向が分かります。ビジネス誌や就職情報誌などからは，業界の話題やヒット商品などの情報が得られるでしょう。書籍では『会社四季報』のほか，業界情報を1冊にまとめた『業界地図』などがあります。





❺ 展示会






各業界やメーカーが主催する展示会は要チェックです。企業各社の最新技術や新製品に触れることができるほか，展示内容からその業界・企業が目指す方向性も知ることができるでしょう。













インターンシップを利用しよう



インターンシップとは，ある一定の期間，役所や企業などで自分の専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行うことです。「企業の採用選考には関係ありません」と公言していますが，実際にはプラスに働くこともあるかもしれません。様々なメリットがありますので，一度体験してみましょう。



 インターンシップのメリット 



❶ 工場や施工現場の見学など実際の業務が経験できることもあります。

❷ 実習体験を通じて，職業意識を高めたり，適性・方向性を探る機会となります。

❸ 実務を経験することで，大学で学ぶべき事が見えてきます。

❹ 企業の社員や参加学生との人脈ができます。

❺ 書類提出，面接の選考ステップは就活でも同じなのでシミュレーションできます。





 インターンシップの応募パターン 




❶ 大学のカリキュラムとして参加

　所定の学科授業カリキュラムに沿って参加します。事前・事後学習があります。

　※単位（成績）認定の条件はシラバスで確認しましょう。







❷ 企業が公募するプログラムに個人として申込み，参加

　インターンシップ先を自ら探し，申込みなどの手続きも自分で行います。







 参加するにあたって 


就業体験とはいえ，報酬を目的に就業するアルバイトと同じ感覚ではいけません。しっかりとした目的意識を持って臨むことが大切です。企業が用意する業務メニューは様々ですが，参加する学生側に目的意識がなければ何も得られません。インターンシップは将来につながる一歩と考え，参加する以上は「就業体験から必ず何かを得る」という強い意欲を持つようにしましょう。







インターンシップの重要性高まる




採用スケジュールが後ろ倒しになったことにより，インターンシップを通じて学生と接
触する企業が増えています。多くの企業がインターンシップを取り入れるようになって
いますので，各自情報収集を行い，積極的に参加しましょう。







 インターンシップの注意点 




❶ プログラムの内容

　インターンシップには実務体験やグループワーク，講義など，様々な形式があります。
自分が何を体験したいのかよく考え，募集要項のプログラム内容をよく確認して申込
みましょう。







❷ 実施期間

　インターンシップの実施期間は1～2週間が定番ですが，中には1日のものや，1～2ヶ月に及ぶものもあります。特に授業期間中にかかるものは先生の許可が必要となる場合もあるので，実施期間を必ず確認してください。また，自分の予定と照らし合わせ，後日辞退したり，当日欠席したりすることがないように注意してください。







❸ 採用選考との関係

　インターンシップは通常「選考とは一切関係ありません」と公言しています。しかし実際には企業に行って企業の方と触れ合うので，企業の方がインターンシップ生に対して何かしらの評価をしている可能生があります。よい印象を与えられればよいですが，インターンシップだからと言って横柄な態度をとっていると，選考に影響を与える可能性も…。しっかりマナーを身につけ，高い意識を持って臨みましょう。







 チェックポイント 




❶ インターンシップと称した会社説明会が増加中

　夏だけでなく，秋・冬の期間も，「One dayインターンシップ」，「オープンセミナー」，「業界発見セミナー」，「現場見学会」などの名称で学生と接触を行う企業が増えています。







❷ 自己PR・志望動機につなげる

　インターンシップ先で感じたこと，学んだこと，得たことなどを自己PRや志望動機に取り込むことで，説得力のあるものにまとめることができるはずです。そのためにも，目的意識を持ってやり遂げることが重要です。







❸ 社内の雰囲気を見るよい機会

　インターンシップでは，通常の会社説明会や会社訪問とは比べものにならないほど長い時間を社内で過ごせます。業務への適性ややりがいだけでなく，社内の雰囲気や社員の人柄にも目を向けましょう。







 インターンシップ先の探し方 




❶ 大学公募型（大学に依頼のある募集）

　理工学部で応募を仲介するケースと，案内を見て自分で応募するケースがあります。







❷ 情報サイトに登録する

　マイナビ，キャリタス就活，リクナビなど就職情報サイトが６月１日からインターンシップ情報を掲載しますので，各サイトに登録して，企業を探し応募する方法です。一番件数が期待できます。







❸ 企業のホームページから探す

　特定の企業を目指す場合には，企業のホームページをチェックしましょう。人気業種，有名企業ではあえて❷に掲載しないこともあります。







❹ 官公庁・自治体・Ｕターン

　国・地方自治体・各種団体でも募集があります。Ｕターンの場合は，各県の商工会議所などが加盟企業をまとめて募集している場合もあります。







❺ インターンシップイベント

　合同企業説明会のようなイベントで探す方法です。







 インターンシップの内容（例） 











 各種手続き 



❶ 提出書類

　企業・団体によって提出する書類は異なります。以下はよくあるケースを紹介します。





　(1) 履歴書

　　　学校指定の書式（用紙）。就職指導課・キャリア支援センターや学科事務室で配布しています。

　(2) エントリーシート（官公庁・団体では調査票，申請書という名称）

　　　企業・団体が指定する書類で，履歴書の代わりとなるものです。WEBから用紙をダウンロードして記入し郵送したり， WEB上で提出したりするケースがあります。

　(3) 誓約書

　　　器物破損，情報漏えいなどに関する誓約書の提出が必要な場合があります。

　(4）覚書・協定書

　　　実習先と大学が締結する公的書類。必要な場合は就職指導課・キャリア支援センターで取り扱います。







❷ 保険

　万一の事故に備えて，インターンシップ参加条件に保険加入が課される場合があります。受入企業が保険をかけている場合もありますが，学生が自分で保険に加入することを条件にしているケースも多く見られます。提出書類に「保険の加入証明書」を要求されることもあるので，早めに準備するようにしましょう。





　(1) チェックする区分は，傷害保険・賠償責任保険（対物）・賠償責任保険（対人）

　(2) 入学時に案内している「日本大学学生生徒等総合保障制度」に加入していれば対人・対物を含めて保証があります。既に家庭で加入済の保険で保証できるか確認しましょう。

　(3) 保険に入っていない場合は，インターンシップ先で必要な保険を確認の上，就職指導課・キャリア支援センターへ相談してください。







 参加時の注意点 



❶ 業務上知り得た秘密を他者に漏らさないよう注意しましょう。社外での噂話，FacebookやTwitterへの書き込みもNG。

❷ 文書，データなどの社外持ち出しはNG。個人PCやUSBなども使用しないようにしましょう。

❸ 文書は整理整頓し，離席時，退社時などは机上に置きっぱなしにしないようにしましょう。











専門性を生かせる業界とは



理工学部で身につけた専門性は，多くの業界・職種で求められています。例えば，食品メーカーでも多くの学科において活躍の場があります。一見異分野に思える業界でも，皆さんの専門知識が必要とされていますので幅広く業界を調べてみましょう。





























マナーをしっかり身につけよう


あいさつやお礼，服装など，どんな社会にもルールやマナーがあります。社会人には社会人のマナーがあります。就職すれば皆さんも社会人。服装，言葉遣い，態度など，社会人にふさわしいマナーをしっかり身につけておきましょう。



 マナーが大切であるワケ 




❶ 人は“見た目”で相手の印象を決める！

　皆さんは友人や先輩，先生など，周りの人と接するとき，良くも悪くも第一印象で相手のイメージを決めてしまったことはありませんか？







❷ 人は話の内容よりも態度で相手を判断する！

　心理学の研究でも，人と人が出会って相手に与える印象の度合いは，「話の内容」よりも，「話し方」や「身ぶり手ぶり」の方が高いという結果が出ています。「立派なことを言う」より「元気よくハキハキ言う」方が，相手に好印象を与えるのです。







❸ もし面接で悪い印象を与えてしまったら…

　だらしない服装，横柄な態度，乱れた言葉遣い。これらは全て人に悪い印象を与えてしまう要素です。ましてや，これから社会に出ていこうという皆さんが，もし会社訪問や面接の場で，こうしたマイナス要素を見せてしまったら，相手の人はどう思うでしょう。

　学生時代に勉強に打ち込んだ，能力もある，資格も取った。そんな自信に満ちた人であっても，相手はそのとおりに評価してくれるとは限りません。











きちんとした身なり，正しい姿勢と言葉遣い。こうしたことは，実は皆さんが社会で生きていくための最低限の「マナー」なのです。マナーを守って初めて，皆さんは社会人としてのスタートラインに立てるのです。つまり，



マナーは，社会人になるための必須条件



だと考えましょう。








 企業がマナーを重視するワケ 




❶ 社員を通して会社も評価される

　社会人になった皆さんが，約束の時間に遅れる，服装を気にしないような社員だとしたらどうでしょう。社員のマナーがしっかりしていないと，社員だけでなく，その企業までもが「だらしない会社」「社員教育がきちんとできていない会社」と見られてしまいます。







❷ 就職する＝その企業の一員になる

　マナーは面接を突破するためだけに必要なのではありません。皆さんが社会に出てからも，ずっと「社会人の基本中の基本」として大切なものなのです。だから，今のうちからしっかりと正しいマナーを身につけておきましょう。











「おしゃれ」と「身だしなみ」は別物



「身だしなみ」を「おしゃれ」と同じ意味に捉えている人がいます。おしゃれは服装や化粧（女性）などを「洗練されたものにする」ことです。過度に着飾ると，面接では面接官も相手の外見ばかりに目がいってしまい，どんな人柄なのかについての判断が難しくなってしまいます。対して，身だしなみは相手に「不快感を与えない」服装や化粧のことなので，面接官は外見の清潔感に好感を持ち，内面についても正しい評価がしやすくなります。









 次ページでチェックしましょう。⇒











身だしなみを学ぼう






服装の基本は清潔感があり，さわやかな印象を与えるもの。スーツの色は黒や濃紺などの落ち着いた色が一般的に好まれます。髪型でも大切なのは清潔感。フケや寝癖はNGです。ヒゲもきちんと剃った方がよい印象を与えます。訪問前に必ずチェックしましょう。




















総合職を志望する人は，行動的に見えるよう，研究職を目指す人は知的に見えるよう，職種や業界に応じてメイクやヘアースタイルを工夫するのもよいでしょう。しかし，あくまで基本を守り，さわやかでハツラツとした印象を心掛けましょう。













● クールビズと言われたら


クールビズとは，夏のビジネス用軽装の愛称で，ネクタイなし上着なしのスタイルなどのことを言います。就職活動のクールビズは，どのような格好が好ましいのでしょうか。これは会社によりますので，一概には言えません。クールビズと書いてあっても，無難にリクルートスーツを着てくる人は必ずいます。業界や社風によってはきちんとスーツ着用で面接に臨む人もいます。しかし，企業が「クールビズで」と指定している場合は，正直に従ってよいかと思います。とはいえ，派手すぎたり，だらしない格好はNGです。大切なことは清潔感と，相手に不快感を与えないこと。よほどだらしなくなければ，服装だけで合否を判断されることはありません。

● もし不安なら


会社説明会の段階で，会社の社員や役員がどんな格好だったかをチェックし，人事担当者に確認しておくとよいでしょう。

希望する企業に勤務する社員の雰囲気をあらかじめ知っておき，それに合わせた服装をすれば問題ないでしょう。カジュアルな雰囲気なら，クールビズと言われたらそのとおりにすればよいですし，きっちりとスーツを着て厳格な社風を感じたなら，無難にスーツを着て行ってもよいでしょう。女性社員の雰囲気も見ておきましょう。受ける業界や企業，面接官によって柔軟に対応しましょう。




男性の絶対NG

×




パ ン ツ：デニムやワーク系

インナー：Tシャツやタンクトップ

シューズ：スニーカーやサンダル，素足はNG








女性の絶対NG

×




パ ン ツ：デニムやミニスカート，フリルのスカート

インナー：Tシャツやキャミソール，露出は控えめに

シューズ：スニーカーやミュール，サンダル，素足はNG






● 服装にかかる費用


シャツ・ネクタイ・ベルト・インナーなど，就職活動する上での格好として，スーツを合わせて35,000円くらいでしょうか。2着買いが得なお店もありますので賢く買い物しましょう。スーツを2着そろえたり，その他ハンカチや靴下もろもろ合わせると5～6万円はかかります。


● スーツはハンガーにかける


ジーンズやシャツと違い，スーツは毎日手入れが必要です。手入れの基本はハンガーに吊るしてブラッシングすること。汚れがないかチェックし，シワがあればアイロンをかけます。夏場は，汗染みや匂いにも注意しましょう。革靴の汚れも磨いておきましょう。













大人の言葉遣いを身につけよう


皆さんが就職活動で最も苦労するのが言葉遣いかもしれません。親や先生などとの会話の場で，ふだんから言葉遣いを意識して話すようにしておきましょう。


 敬語の正しい使い方 


敬語には，相手の動作を高めて相手を敬う「尊敬語」，自分の動作を低めて相手を敬う「謙譲語」，丁寧な表現の「丁寧語」の3種類があります。このうち，尊敬語と謙譲語は混同されがち。使い方を間違えないよう注意しましょう。丁寧語は「です」「ます」をつける表現と考えましょう。



◆よく使う尊敬語と謙譲語



※ 面接試験の形式と心構え には，面接で特に注意したい言葉を紹介していますので，そちらもしっかり読みましょう。










 クッション言葉を使いこなそう 


クッション言葉とは依頼・拒否・否定など，直接伝えると強い印象を与えてしまう言葉の前に置いて，クッションのように印象を和らげる言葉です。具体例を通して学びましょう。






 フォーマルな言葉 


フォーマルな言葉は，あらたまった場で使われる言葉です。ビジネスの場には独特の用語がありますから，しっかりと覚えましょう。






 NG表現 


学生生活で普通に使っていても，ビジネスシーンでは通用しない言葉があります。つい口から出てしまうことがないよう，今から慣れておきましょう。















電話の掛け方


就職活動では，企業の人事担当者と電話で話す機会が多くなります。相手が見えないだけに，つい学生言葉が出ないよう，応対には細心の注意が必要です。



 電話の前に聞くべきことを整理しておく 



「あの件，この件，それにこの件も聞いておこう」。そう思って電話を掛けても，いざ話しているうちに，聞き忘れてしまうことも。二度三度と電話を掛けるようでは，あなたの印象を悪くしてしまいます。電話を掛ける前に要件を確認しておきましょう。



　電話の基礎知識（掛ける前）　


 相手の都合を考える



忙しい始業直後（朝）や終業時間帯（夕刻），昼休みに掛けることは避ける。









 静かな場所から掛ける



周囲が騒々しければ，お互いに聞き取りづらい。静かな場所から掛ける。携帯電話の場合，電波が安定しているかどうか確認し，安定している場所から掛ける。









 誰に掛けるかを明確に



企業の電話番号は本社や部署の代表番号が多い。取り次ぎでなく，「○○課」「採用ご担当者」「○○様」と，なるべく具体的に掛ける相手を明確にしておく。









 聞くべきことをメモ書きしておく



聞き漏らしなどで二度三度と電話を掛けることを防ぐため，準備は必須。電話中に必要なことをメモできるよう，筆記具も用意しておく。















こんなとき，どうする？




● 担当者が不在のときは？


電話をしたときに，担当者が不在ということはよくあります。そんなときは，しばらく時間をあけて，再度掛け直すこと。伝言は，電話を受けた人に負担をかけてしまうので緊急時以外は控えましょう。


● 声が小さく聞き取りにくいときは？


よく聞き取れないまま会話を続けるのは，自分のためにもならないし，相手に対しても失礼。かといっていきなり「声が小さいです」「もっと大きな声で話してください」というのは乱暴。そんな場合は「恐れ入りますが」というクッション言葉を挟み，「お電話が遠いようですが」と続けるとよい。


● 通話中に電話が切れてしまったときは？


何らかの事情で，通話中に電話が切れてしまった場合は，焦らず，まず落ち着いて自分から電話を掛け直しましょう。電話に出た人に名乗り，「先ほど○○課の○○様と通話中に電話が切れてしまい，改めて掛け直しました」と伝え，電話を代わってもらいましょう。相手が出たら，電話が切れた理由の如何を問わず，「先ほどは失礼しました」と言うことを忘れずに。








 電話での話し方（例） 




 学 生



私（わたくし），日本大学理工学部○○学科4年の日本太郎と申します。

企業訪問の件でお電話いたしました。

お忙しいところ申し訳ございませんが，採用担当の方をお願いいたします。






 受 付



採用担当でございますね。少々お待ちください。






 採用担当者



お電話代わりました。人事採用担当の小林です。






 学 生



私（わたくし），日本大学理工学部○○学科4年の日本太郎と申します。

ただいま，お時間よろしいでしょうか？






 採用担当者



どうぞ






 学 生



ありがとうございます。大学で求人票を拝見してお電話しているのですが，御社のお話を是非お伺いしたいと思いご連絡いたしました。お忙しいところ恐れ入りますが，お時間をいただけますでしょうか？






 採用担当者



わかりました。それでは▲月●日の水曜日の午後3時はいかがですか？






 学 生



はい，▲月●日の水曜日の午後3時ですね。それではその時間にお伺いいたします。







 採用担当者



では，お待ちしております。






 学 生



どうもありがとうございました。それでは失礼いたします。











※数秒あけて静かに電話を切ること。採用担当者より先に電話を切らないこと。













Eメールのマナーに習熟しよう


今やビジネスシーンにEメールは不可欠。就職活動でも，企業の採用担当者と頻繁にメールのやり取りをすることになるでしょう。採用担当者は膨大なメールを読みます。負担を減らすためにも，文章は簡潔なものが基本です。



 Eメールの特性を理解し，上手に使おう 


日常生活でよく使うEメールは，ビジネスの現場でも頻繁に使います。













ビジネスの現場では，多くのメールをやり取りしています。そのため全てのメールに目を通す時間が取れず，担当者はタイトルだけ見て重要度を判断し，重要でないと判断したものは読み流すこともあります。このため，タイトルは具体的に書くようにしましょう。









Eメールでは，最低限のあいさつを記して，すぐ要件を書き始めます。手紙で必須の書き出しの「拝啓」や時候のあいさつは不要です。箇条書きにするなど表現が簡潔になるよう工夫し，要点を端的に記すようにしましょう。







 お礼のメールを送ろう 


志望企業から，請求した資料や会社説明会の案内がEメールで届いた場合，お礼のEメールを返信するとよいでしょう。お礼の言葉とともに，自分をアピールすることも可能です。ただし，あくまで「さりげなく」が基本と考えましょう。



 就活用のメールアドレスを使い分けよう 


就活専用のメールアドレスは，今では必須になりました。一つのメールアドレスしか使っていないと，私的なメールと就活関連のメールが同じアドレスに入って混在してしまい，企業からの大切なメールを見落としてしまう可能性もあります。これを防ぐためにも「NU-Mail G」に登録し，スマホと連携させるなど，賢く使いこなしましょう。また，迷惑メールフォルダもチェックしましょう。企業からのメールが振り分けられ
ている場合もあります。



 Eメールの書き方（例） 










❶ 名前が分かっている場合は「○○様」，分かっていない場合は「○○課 採用担当者様」とする。








❷ 適当なところで1行あけると，読みやすい。








❸ 依頼内容や質問は簡潔に。箇条書きにしてもよい。








❹ 1行の文字数は，30～35字が読みやすい。








❺ 最後に「大学名，学部・学科，氏名，Eメールアドレス，住所，電話番号」などを付記しておくこと。ふだんプライベートで「自動署名」機能を使っている人は，就活用のものに変えておくこと。
















●送信先のメールアドレスが間違っていないか確認。

●タイトルは具体的に分かりやすく。

●「拝啓」などの頭語，時候のあいさつなどは略し，簡単な名乗りの後，本文を始める。

●漢字，カナは全角で，英数字は半角で入力する。

●文字化けの危険性があるので，特殊な記号は使わない。

●一度送信ボタンを押すと，ストップはきかない。送信前に誤字脱字，誤変換をチェック。

●絵文字，顔文字，記号はビジネスのメールでは使わないのが常識。















ウイルス感染していませんか？




ウイルス感染したメールを送ると，相手のパソコンを感染させてしまい，多大な迷惑をかけてしまいます。ウイルス感染したメールの送信は厳禁です。自分のパソコンがウイルス感染していないか，対策ソフトで点検するなど常にチェックしておきましょう。また，心当たりのないメールが届いていても安易に開かないようにすること。そこから感染が始まる危険があるからです。



















手紙・ハガキを効果的に使おう


パソコン，Eメール全盛の現代ですが，だからこそ手書きの手紙やハガキは，受け手へ別格の誠意を伝えることができます。手紙やハガキには，独特の決まりがあります。その決まりを覚え，真心のこもった便りを出せるようになりましょう。



 お礼，お詫びなど気持ちを込めたいときに出す 


資料請求，応募（エントリー）といった事務的な用件は，Eメールの方が採用担当者の作業の合理化が図れて喜ばれます。では，手紙やハガキが喜ばれるのはどんな場面でしょうか。それは，気持ちを伝える場面です。具体的には礼状や詫び状などです。



 手紙，ハガキの独特の決まりを覚える 














● 手紙はどう書くの？


長めの文章を書くのに便利な手紙ですが，頭語や結語などの形式は，ハガキとほぼ同様です（詳しくは専門書などを参照してください）。


● 筆記具は何を使うの？


黒インクのペンを使います。間違えたら修正液を使わず，最初から書き直すようにしましょう。書き直しが生じないよう，下書きをしてからハガキや便
せんに書くようにします。






























エントリーしよう



就職活動で企業との最初のコンタクトとなるのがエントリーです。企業のサイトや就職情報サイトなどでエントリーを行った後，エントリーシートが企業の資料とともに送られてきたり，WEB上から入手できたりするようになります。



 エントリーの一般的な流れ 








 何社ぐらいエントリーすればよいのか 



エントリーとは，企業に対して自分が就職先として興味を抱いている意思を表示することです。就職活動の初期段階では，興味を持った企業には早めにエントリーしておきましょう。ただし，エントリーのしすぎには注意を。自分の管理できる範囲でエントリーしていくとよいでしょう。例年，就活生がエントリーする企業数は平均40社です。

ただし，文系理系別に見ると文系学生約45社に対して，理系学生が約26社と，文系学生が理系学生を大きく上回る傾向にあります。理系学生は学業と就職活動の両立を考えて活動しましょう。



　学校推薦と自由応募　


企業への応募には，「学校推薦」と「自由応募」とがあります。それぞれの特徴を理解した上で，上手に活用しましょう。









●学校の推薦や先輩の実績があるので，企業側が安心感を持って採用に臨んでくれる

●競争倍率が自由応募に比べて一般的に低い

●自由応募に比べて，選考段階が多少免除される

●学校推薦でも不合格になる場合もある

●推薦された企業の採用選考が進んでいる場合，ほかの企業への応募が制限される場合があり，合格した場合も内定辞退は原則としてできない
















●複数の希望企業や希望職種に応募できる

●多くの学生が応募するので，競争倍率は高い














後付け推薦，後追い推薦




選考の途中や選考終了後に推薦状の提出を求められる場合があります。後付け推薦や，後追い推薦と呼ばれ，この推薦状を提出すると原則内定辞退はできません。推薦状を求められたら先生や学科事務室に相談しましょう。

















企業を訪問する際の注意点



企業訪問や工場・店舗見学，OB・OG訪問など，企業を訪問する機会は多々あります。採用には関係ない見学でも“職場”に訪問していることと，企業に時間を割いてもらっているということは忘れずに。



 企業訪問の6つのポイント 









※クールビズでと言われたら 身だしなみを学ぼう を参照







　就職活動中の持ち物チェック　


 会社案内（パンフレット）

 筆記用具・手帳

 学生証

 提出書類 ※提出の必要がある場合

 印鑑

 予備の証明写真

 ハンカチ・ティッシュ

 くし・手鏡

 地図



 その他（口臭予防グッズ，女性はストッキングの予備）

















OB・OG訪問



先輩に直接企業の雰囲気が聞けるチャンスです。どんな人材が求められているのか，専門が近い場合は入社した場合の自分の将来像を描くことにも役立ちます。ただし，先輩でも“企業の人間”であることは忘れずに。マナーを守って訪問しましょう。



 OB・OG訪問の仕方と注意点 





❶ 先輩の探し方

　研究室，サークル，アルバイト先，家族，知人など，いろいろなつてを探してみましょう。

　必ずしも日本大学の出身者である必要はありません。希望するOB・OGが見つからない場合は，人事に直接問い合わせると紹介してもらえる場合があります。

　最近はSNSなどを活用して探す方法もあります。







❷ アポイントをとる

　メールや電話で連絡をします。直接ではなく，企業を通して連絡した方がよい場合もあります。







❸ 日時はOB・OGの都合にあわせるのが原則

　忙しい中，時間を割いていただくのです。先方の都合に合わせましょう。






❹ 質問事項は事前に考えておく

　その先輩の視点ならでは，仕事ならではの情報を得るためにどんな質問をすればよいか，メモしておきましょう。次の例を，質問を考える上でのヒントにしてください。










❺ 訪問後のお礼も忘れずに

　訪問後，メールあるいは手紙ですぐにお礼を述べましょう。














企業説明会・企業訪問



企業の情報を集める絶好の機会です。合同説明会や学内説明会では，一度に複数の企業と接することができるので，企業を比較・検討することに役立ちます。積極的に参加しましょう。



 企業説明会に参加するには 




１調べる


説明会が行われるか調べます。情報を収集する方法としては，就職情報サイト，個別の企業サイト，就職指導課・キャリア支援センターの掲示板，就職情報誌・新聞広告，企業のDMなどがあります。



２連絡する


説明会を行うことが分かったら，参加の申し込みをします（合同説明会の場合は予約不要の場合もあります）。企業サイトの採用ページやメール，電話での申込みになります。予約がいっぱいの企業や，採用告知を行っていない企業でも直接連絡をとってみると対応してくれる場合があります。諦めずに相手に熱意を伝えましょう。



３出席する


企業の情報を集めるよい機会です。質疑応答の時間が設けられている場合，積極的に質問してみましょう。次の項目をヒントに，質問を考えてみましょう。



Q 具体的な部門の仕事内容について

Q 勤務地や異動，研修制度はどうなっているのか

Q その企業の強み（同業他社との違い）は何か，逆に課題は何か

Q その業界の現状と展望はどうか











個別に企業見学をさせていただいた場合や，個人的にお世話になった場合には，メール・手紙で丁寧にお礼を述べて，企業に対する感謝を伝えましょう。







 主な企業説明会・企業訪問の種類 
















履歴書の書き方



履歴書は企業への「正式な提出書類」です。採用担当者が最初に目を通す書類のため，就職活動の成否を決める鍵と言っても過言ではありません。また，履歴書は入社後も保管されます。丁寧な記入を心掛けましょう。



 記入するときに気をつけるポイント 







作成上の注意





大学所定のものを使用する

　就職指導課・キャリア支援センター，各学科事務室で配布している大学所定の用紙を使用しましょう。







必ず黒インクのペンで記入する

　楷書で丁寧にはっきりと書きましょう。消せるボールペンは厳禁です。







文字の大きさに注意

　細かい文字でビッシリ書くのは見づらいので適度な大きさで記入しましょう。







修正液・修正テープは使わない

　間違えたら新しい用紙に書き直しましょう。誤字脱字も厳禁です。







記入欄は全て埋める

　必要事項の記入漏れがないように注意しましょう。







提出前に再チェックをしてコピーを取る

　面接前に確認できるようにコピーを取っておきましょう。











❶ 日付は履歴書の提出日を記入する。




❷ 朱肉を使ってまっすぐ鮮明に押印する（シャチハタは不可）。




❸ 提出日現在の年齢を記入する。




❹ 顔写真は必ず貼る。裏に大学名・学部名・学科名・氏名を記入する。




❺ 郵便番号や都道府県は省略せずに記入する。




❻ 親元を離れて暮らしている場合は，下宿先やアパート名，部屋番号まで記入する。




❼ ● 学歴は高等学校卒業から記入する。

　 ● 学校名は公立私立にかかわらず，正式名で記入する（予備校は記入しない）。

　 ● 学歴・職歴は必ず項目を設ける（「以上」を忘れないように）。

　 ● 年号を間違えない。




❽ ● ゼミや卒論など勉学に関する内容を簡潔に記入する。

　 ● 未定の場合，取り組みたいテーマを記入する。




❾ 学業以外で力を注いだ事柄には，自分らしさ（自分の強み）をアピールできるような事柄を具体的に記入する。またグループ内での自分の役割なども具体的に書く。⇒ 学生時代に力を入れたことについて へ




❿ ● 資格は英検・簿記など，検定合格は2級以上からで，取得見込の資格も記入する。

　 ● 自動車免許を持っている人は必ず記入する。

　 ● 英語やパソコンなどの資格は，仕事にも役立つので明記する。

　 ● 特技は武道など，段位がなくても得意と思われるもの，ほかに技能・技術・記録など人より優れているものも記入する。




⓫ 趣味は一言で終わらせずに，詳しく記入することがポイント。音楽であればジャンル，読書であれば好きな分野，著者なども記入する。




⓬ 自己PR，志望動機は面接時に話題となることが多いだけに，表現方法を工夫する。また詳しく質問されてもしっかり答えられるものを記入する。⇒ 自己PRについて 志望動機について へ

















エントリーシート



エントリーシートは採用選考に用いる企業独自の提出書類です。履歴書とは違い，企業が聞きたい項目が並んでおり，この書類を基に書類選考や面接を進めていきます。選考の最初から最後まで合否に影響するものです。



 エントリーシートのポイント 





❶ 読む人のことを考えて丁寧に書こう

　数多くある応募の中から，きちんと読んでもらえる内容にすることが大切です。







❷ 正しい文章で書こう

　誤字・脱字がないのはもちろん，用語の使い方が正しいかも確認しましょう。手書きの場合，修正テープはNGです。







❸ 自己分析と自己PRをつなげよう

　自己分析で見つけた「自分らしさ」を表すエピソードで，有益な人材であることをアピールしましょう。







❹ 業界・企業研究をして志望動機を作成しよう

　自分の「強み」や「やりたいこと」が，その企業だから生かせるということを具体的に示しましょう。







❺ 何度も添削してもらおう

　就職指導課・キャリア支援センターのアドバイザーなど第三者に見てもらい，アドバイスを受け，修正することで，エントリーシートの完成度は高まります。







 エントリーシートの質問項目 








 エントリーシートのテーマ（例） 















期待を持たせる内容に！




企業の採用担当者は，膨大な量のエントリーシートを集中的に読まなければなりません。そのため書類の全てを読んでもらえるとは限りません。あなたの書類が「この人に会ってみたい！！」と期待を抱かせる内容になっているかチェックしてみましょう。














自己PRについて



自己PRは，エントリーシートや面接で必ず問われる項目です。自己分析をしっかり行い，「採用したい！」と思ってもらえるようなPRをできるようにしておきましょう。



 自己PRのポイント 






❶ 読みやすく，分かりやすく，シンプルに




　　あなたを全く知らない人にも分かる内容に！！







❷ 企業の「求める人材像」を意識しよう




　　的外れなPRになっていないか。企業が何を求めているのか調べよう！！







❸ 自分の「行動」がしっかりと書かれているか




　　どのような行動をしたのか具体的に書き，「仕事ができそう！」と思わせる内容に！！







❹ 内容にオリジナリティはあるか




　　人と一緒では魅力も半減。自分なりの創意工夫・努力を伝えよう！！







❺ アピールすることは一つでOK




　　多く書いても伝わらなければ意味が無い。欲張らず，一つを深く！！






 自己PRの考え方 















学生時代に力を入れたことについて



採用担当者は学生時代の経験から，あなたの人柄と，今後の可能性を見ています。ただ取り組んだ事実を書くだけではなく，なぜそれに取り組んだのか，どのように取り組んだのか，そこから何を学んだのか，などを深く考えておきましょう。



 学生時代に力を入れたことのポイント 






❶ 過去の栄光ではなく，直近のことを




　　中学・高校時代のことではなく，大学時代の出来事を書こう！！







❷ 学生時代に力を入れたことから，あなたのPRへつなげる




　　取り組んだことを述べているだけではダメ。あなたのPRへとつなげよう！！







❸ どんなことに取り組み，どんなことを考え，どんな行動をしたか




　　自分の行動や考えに対し，「なぜ，なぜ，なぜ」と掘り下げてみよう！！







❹ 相手に情景が伝わるように具体的に




　　読んでいる相手が頭に思い浮かべられるように具体的に述べよう！！






 学生時代に力を入れたことの考え方 







※企業が知りたいのは，結果ではなく「プロセス」です。











志望動機について



志望動機は，企業が学生に求める重要な項目の一つです。どんなに優秀でも志望動機が曖昧では熱意が伝わらず，不採用となることもあります。志望動機を固めて，入社意欲をアピールしましょう。



 志望動機のポイント 






❶ 独自性のある志望動機か




　　ありきたりな志望動機になっていないか。熱意を伝える最大のチャンス！！







❷ 社員目線，ビジネスパーソンとしての視点で書かれているか




　　お客様視点ではダメ。社会人の視点で考えてみよう！！







❸ ただの会社説明になっていないか




　　会社のいいところを褒めているだけではダメ。自分がなぜそう思うのか伝えよう！！







❹ 企業選びの基準・軸は明確か




　　どんな点に関心を持ち，魅力を感じたのか。あなたのことが分かるように！！






 志望動機の考え方 















その他項目について



自己PR，志望動機のほかに，学生の知識や，自分の頭で考える力を問おうとする様々な質問があります。種類も豊富なので，「これ！」という対策をとるのは難しいです。日常から「自分で考える力」を養っておきましょう。



 その他項目で問われるポイント 






❶ あなた自身について聞かれる設問

　自己PRや学生時代に力を入れたこと以外の内容で，あなた自身のことを聞いてくる設問があります。ただ設問に回答するだけではなく，自己PRにつながっているかよく考えましょう。







❷ 志望業界，職種の知識・適性を問う設問

　業界や職種の話を用い，志望度や適性を聞いてくる設問があります。書類選考の段階で深い知識と志望度が問われるので，早めからの対策が必要になります。







❸ 社会，世の中について問う設問

　社会や世の中に関心があるか問われます。日頃からニュースや新聞に目を通し，情報を入れるとともに，自分なりの考えを持っておくことが大切です。







❹ 発想力，論理的思考力を問う設問

　新商品の提案や，臨時収入の使い道，空想の話など，意表をついた設問があります。答えがないので，結論よりも考え方，プロセスを求められます。正解を導き出すよりかは，どのように考えるかに着目し，興味・発想の豊かさをアピールするとよいでしょう。
















就職活動とは関係のないようなことを聞かれる場合がありますが，採用担当者が何を意図してこの質問をしているのか考えてみましょう。採用担当者は，あなたの人柄や可能性，熱意，志望動機を知りたいのです。創造性や発想力を問う質問もありますが，結局は，どのような設問があっても，「あなた自身について聞かれている」か「志望動機，志望度」を聞いているということになるでしょう。どのような設問がきても難しく考えずに，自己PRと志望動機につなげることを念頭において書くと書きやすくなります。














採用テスト



採用テストは基礎的な学力の確認や人数を絞り込むためなどに行われます。出題される内容は企業によって異なりますが，テストの成績によっては，次の選考に進めない場合もあります。一とおり対策をしておきましょう。



 採用テストの目的 



採用テストでは



・1 基礎的な学力（知識・能力）

・2 性格や職業適性




の2つが主に見られています。「基礎的な学力」とは，社会人として恥ずかしくないレベルにあるかの確認です。また，「性格や職業適性」とは，応募者の性格や人物が企業の求める人材とマッチしているかどうかや，その仕事に対する向き不向き・ストレスへの耐性があるかなどが確認されます。

企業によってテストの内容は異なり，また，テストの行われる段階も異なります。募集要項でどんなテストが行われるか事前に確認しましょう。





基礎学力，エントリーシート，性格検査それぞれを単独，又は組み合わせて応募者を絞り込んだり，面接時の資料，最終判断での参考資料，入社後の配属資料として使用したり，企業によって結果の活用法は様々です。








 採用テストの方法 



企業では様々な方法を用い，採用テストを行います。主な方法は４つです。テストの方法をしっかり理解し，対策を行いましょう。



自宅受検型


自宅のパソコンを用いて受検します。






テストセンター型


専用の会場に出向き，備え付けのパソコンを用いて受検します。






インハウス型


企業に出向き，企業内のパソコンを用いて受検します。






ペーパーテスト型


企業に出向き，紙やマークシートを用いて受検します。






 採用テストの主な種類 



どのテストを実施するかは企業によって違います。テストの方法と種類を確認し，効率よく対策を行いましょう。














面接試験の形式と心構え



企業によって面接試験の回数や形式は異なります。3～4回程度の企業が一般的ですが，回数を少なく，1回の面接にじっくり時間をかける企業もあります。面接試験の一般的な流れは次のようになっています。



 面接の一般的な流れ（例） 











● 集団面接・グループディスカッション

● 学生複数 対 面接官

● 入社5年目程度の人事担当者や社員
















● 個人面接

● 学生1人 対 面接官

● 人事担当課長・部長や技術系責任者
















● 個人面接

● 学生1人 対 面接官

● 人事担当役員又は社長








※このほかに，ディベート，グループワーク，プレゼンテーション面接が行われる場合があります。

※企業によっては3回以上実施される場合もあります。








 なぜ面接試験が行われるのか 



企業は成長していくために，“人材”が必要ですが，それぞれの企業で求める人材は異なります。本当にその企業に適している人材なのかは，エントリーシートや採用テストなどだけでは判断できません。そのために，企業は様々な角度からその人物を見ようと，複数の人が面接官となって何回も面接を行うのです。



 面接試験は企業とのコミュニケーションの場 


面接試験は一方的なものではありません。採用する側，される側という立場はありますが，企業と学生がお互いに理解を深める場でもあるのです。緊張しすぎて自分を伝えきれずに終了してしまってはせっかくの場がもったいないことになります。










面接で注意したい主な敬語表現



きちんとした言葉が使えるかどうかも評価の対象になります。ふだん，使わない敬語表現もスムーズに話せるようにしておきましょう。




⇒ 大人の言葉遣いを身につけよう を参照












リクルーター制について



リクルーターの多くは同じ大学出身の若手社員です。先輩ということで気を許してしまいがちですが，これも採用活動の一環です。面接試験と同じ態度で臨みましょう。
















個人面接



学生1人対面接官（1人～複数）で行われる面接です。後半に行われるケースが多いですが，最初から個人面接が行われる場合もあります。個人面接は，エントリーシートや性格検査の結果などを参考にしながら，人物をより深く理解し
ていくことを目的としています。






一般的に面接官は3人程度になっていますが，選考が進んできた場合，面接官の数が増えたり，役員クラスや社長などが含まれてきたりする場合もあります。また，技術職希望の場合は，企業の技術専門職が同席する場合もあります。時間は20～30分
程度です。









面接官が複数の場合



面接官の1人が質問しているときにも，ほかの面接官も態度やしぐさをチェックしています。質問されているときには，その面接官の方にまっすぐ顔を向けて聞きましょう。答えるときには，質問された面接官をまっすぐ見ながら答えますが，ときどきほかの面接官ともアイコンタクトをとることで，面接官全員の関心を自分に引きつけられるようにしましょう。







 個人面接対策 




❶ 個人面接は自分をアピールする最大のチャンス

　個人面接はほかの学生を気にすることなく，自分のペースで話すことができるため，最もアピールできるチャンスです。答えたことに面接官が興味を持って，さらに深く掘り下げる質問を次にしてくれるような話し方を心掛けましょう。







❷ エントリーシートを再チェック

　面接前にはエントリーシートを読み返しておきましょう。そこで書いたアピールポイントとブレがないように，アピールポイントをさらに実証できるような具体的エピソードを集めておきましょう。







❸ 圧迫面接にはどう対処すればよいのか

　面接官はときとして，厳しい質問で追求したり，自分の回答を全て否定してきたりします。それは，ストレスに強い人物であるか，どんな場面でも対処できるかを見ているからなのです。また，学生の本音を引き出そうとする狙いもあります。

　ですから，怒りは禁物です。逆に縮こまって，おどおどした態度になってしまうのもよくありません。むきになって反論せずに，まずは面接官の意見を受け止めて，それから自分の意見をしっかりと述べられるようにしましょう。







　個人面接での主な質問項目　


● 自己PRをしてください

● 当社を志望した理由は何ですか

● 学生時代に一番力を注いだことは何ですか

● あなたの長所（短所）は何ですか

● 当社に入社してやってみたいことは何ですか

● エントリーシートに○○と書いてありますが，これについてもっと具体的に話してください













面接試験の流れ





 受付




　❶ 企業へは受付時間を考慮して約束の10分前には到着する。

　❷ 受付ではお辞儀をし，大学名・名前を名乗り用件を伝える。








● 企業の敷地が広かったり，ビルの構造が複雑で受付へ着くまでに迷う場合もあるため，事前に下調べをし，早めに到着するように心掛けよう。






















 控え室




　❶ 控え室に通されたら，名前を呼ばれるまで静かに待つ。

　❷ 名前を呼ばれたら元気良く返事をし，担当者の指示に従い面接会場へ向かう。








● 私語は慎み，携帯電話の電源を切っておく。

● 身なりを頻繁に直したり，女性は化粧直しなどをしない。

● 貧乏ゆすりをしない。






















 入室




　❶ ノックは軽く2～3回し，応答があれば入室する。

　❷「失礼します」と言い入室し，ドアを閉める。

　❸ 面接官の方を向いて一礼する。








● ドアは両手で丁寧に開け閉めする。






















 あいさつ




　❶ 椅子まで進んで椅子の横に立つ。

　❷ 一礼をしたら大学名・名前を元気良く言う。

　❸ 指示されるまで椅子に座らない。








● お辞儀は30度で背すじをきれいに伸ばそう。






















 着席




　❶ 自己紹介後，着席の指示があったら「失礼します」と言って着席する。

　❷ 背もたれに寄りかからないように座り，両手は膝の上に置き軽く握る。








● 男性は肩幅程度に足を広げ，女性は膝と足元をそろえて座る。






















 姿勢と目線




　❶ 着席したら，目線は面接官の目，もしくは鼻あたりを見る。








● 背すじを伸ばし，貧乏ゆすりや頭をかくなどの癖には気をつけよう。

● 面接しているうちにだんだんと猫背にならないよう姿勢に気をつけよう。






















 面接中




　❶ 話には相づちを打ち，質問されたことには「はい」や「いいえ」などの結論を先に述べ，できるだけゆっくり語尾まではっきり答える。








● 言葉尻を伸ばしたり，曖昧にしない。

● 大事な点を笑って話したりしない。






















 質問




　❶「何か質問はありますか？」と尋ねられたら積極的に質問する。

　❷ 質問に答えていただいたら，お礼を述べて感想を添える。








● 面接官に対して質問の答えが分かったか，分からないのか曖昧な態度をしない。






















 面接が終了




　❶ 面接官が「これで面接は終了します」と面接終了の合図をしたら，座ったまま「本日はお時間をいただきありがとうございました」とお礼を述べる。

　❷ その後，座ったまま一礼をする。








● 面接終了と言われても，気を抜かないこと。






















 お礼を言う




　❶ 椅子から立ち上がったら，椅子の横に立ち「失礼します」と言い，お礼の一礼をする。

　❷ 一礼をしたらドアまで姿勢よく歩く。








● 椅子を元の位置に戻す必要がある場合は忘れずに戻そう。






















 退室




　❶ ドアまで来たら，面接官の方を向き再度「失礼します」と言い，一礼をする。

　❷ ドアを閉める前に面接官と目を軽く合わせてから，静かにドアを閉めよう。








● 面接官には背すじの伸びた元気な後ろ姿を見せるよう注意しよう。






















 企業を出る




　❶ 面接室を出てからも姿勢よく歩こう。

　❷ 社内ですれ違う社員や受付の方にもあいさつをして企業を出よう。








● 社外にも社員がいる場合があるので要注意。




















集団面接



学生複数対面接官（1人～複数）で行われる面接です。面接の前半に人数を絞り込むために行われるケースが多くなっています。また，集団の中でどのような発言や行動を取っていくかを確認する目的もあります。






学生の人数は3～5人程度が一般的ですが，さらに大人数で行われることもあります。時間は1人10分╳人数程度となっています。同じ質問を順番に答えさせていく場合もあれば，学生ごとに全く違う質問を出す場合もあります。









ほかの学生が答えているときにも



自分が答えていないときでも，常に見られていると考えましょう。集団面接では自分とほかの学生とが比較される分，態度に対する評価は厳しくなっています。自分の答えを考えるあまりに，ほかの学生の答えを聞いていなかったり，つまらなそうな態度を取ってしまったりすることは禁物です。ほかの学生の回答に感想を求められる場合もあるので注意しましょう。







 集団面接対策 




❶ 長々と話さない

　集団面接では一人あたりの時間が限られています。特に大人数で行われた場合には，自分の時間はごく短くなると考えましょう。「自己PRを一言（1分以内）でしてください」などと言われる場合もあります。そのため，面接官の興味を引けるキーワードを盛り込んで，論理的かつ簡潔に話せるようにしましょう。これぐらい話すとどれぐらいの時間になるか，感覚をつかめるような練習もしておきましょう。




❷ ほかの学生の意見にまどわされない

　前の学生が答えたことに，面接官がとてもよい反応をしたとします。そして，自分がその学生と異なる考えだったとしたら，答えにくいと考えてしまうかもしれません。ほかの学生の意見をきちんと聞くことももちろん大切ですが，それに左右されずに自分らしさをアピールできるようにしましょう。




❸ 積極的な発言も必要だが，焦りは禁物

　端から順番に質問される場合もありますが，「答えられる人から答えてください」と発言を求められる場合もあります。自分の考えがまとまっていたら，積極的に発言しましょう。ただし，考えがまとまっていないうちに発言してしまうと，逆にマイナスの評価になってしまいます。ほかの学生が次々と発言しても焦らず，冷静に考えてから答えましょう。




❹ ほかの学生にだけ質問が集中していたら？

　ほかの学生に質問が集中し，自分はあまり質問されない，ということもあるでしょう。確かに面接官がその学生に特に興味を持った場合もあります。しかし，回答が不十分なために何度も質問する場合や，逆に一度で十分な回答が得られたためにそれ以上質問しなかったという場合もあります。前向きに捉えて，面接が終わるまで投げやりな態度を見せないようにしましょう。













グループディスカッション



一つのテーマについて学生に話し合わせ，結論を出させる方式です。参加態度やチームワークの取り方，集団の中での役割の担い方，グループへの貢献度などが評価されます。






学生の人数は5～10人程度で，時間は20～50分程度で行われます。通常，「○○について，○分以内で話し合い，結論を出してください」という形式で出されるため，時間配分も大切になってきます。







何人ぐらいが合格するのか



合格する人数は決まっていません。優れた内容だと評価された場合には，そのグループから何人も合格者が出ますが，盛り上がりに欠けて結論も導き出せずに終了すると，１人も合格者が出ない場合もあります。メンバー全員が自分の役割を理解して，チームワークを取って積極的な雰囲気をつくっていくことが重要です。







 グループディスカッションでの主な役割 



どの役割が有利になるというものではありません。それぞれの立場で役割を果たしていくことが大切です。









　グループディスカッションのテーマ例　



● よい会社とはどんな会社か

● 理想の上司とはどんな上司か

● 就職（働くこと）とは何か

●（資料を基に）取引先企業の支援をどう行えばよいか

● 売り上げの落ちている商品に対してどのような策を講じるべきか

● ○○のチェーン店をどのような立地に出店するのがよいか

● ○○についての市場規模を見積もって，売り上げを３年間で２倍にする方法とは

















その他の選考




 ディベート 



割り振られた立場を理解すること

ある論題について肯定側と否定側など異なる立場に分かれ，議論を行います。

どちらの立場になるかは，面接官が決めることが多くなっています。まずは客観的に考え，自分の割り振られた立場でどう発言していけばよいかを頭の中でまとめましょう。



　ディベートのテーマ例　



● 大企業と中小企業，どちらがよいか

● 2つの試作品のどちらを商品化すればよいか

● 就活に学歴は必要か，必要ないか

● リーダーシップとコミュニケーション能力で大切なのはどちらか









 グループワーク 



グループ内で役割を分担する

与えられた課題（ワーク）に対して，グループで考え，何かをつくったり，結論を出したりするものです。グループディスカッションのように議論するだけではなく，作業を行うなど，ゲーム感覚のような要素が盛り込まれています。

基本的にはグループディスカッションと同様に，それぞれの立場で役割を果たしていくことが大切です。グループディスカッションでの主な役割を確認しておきましょう。



　グループワークのテーマ例　



● ショッピングモール内に新規店舗出店企画（ターゲットとテーマの選定，商品の書かれたカードを用い，どれをどこの店舗に置くかを決めよ）

● 大規模マンションの企画（地図と資料を用いて立地，付属施設やキャッチコピーを考えよ）

● ブロックを使ってグループで何か一つの物をつくり上げよ（ワーク後に「どの人と働きたいか」と相互評価を行う）









 プレゼンテーション面接 



与えられたテーマに対して，決められた時間内でプレゼンテーションを行うという形式です。テーマは事前に出される場合もあれば，その場で知らされる場合もあります。専攻が理系の場合，研究テーマをプレゼンテーションさせることも多くなっています。



❶ 一目で分かる資料を作成する

　テーマが事前に出されている場合，資料を作成しておき，それに基づいて発表する形式が一般的です。発表時間は5～10分程度になりますが，資料の出来が発表の出来も左右してきます。通常，資料はプレゼンテーション用ソフト（パワーポイントなど）で作成しますが，タイトルのつけ方や図版の入れ方などに工夫が必要です。細かい部分に凝ったものにするよりも，一目で分かるようなポイントを絞った簡潔なものにします。また，具体的なデータなどを入れると説得力が増します。




❷ プレゼンテーションと質疑応答の練習も行っておこう

　資料を作成したら，プレゼンテーション練習も必ず行っておきましょう。あらかじめ決められている時間内でプレゼンテーションすることも重要です。時間内に収まっているか確認しましょう。ほかの人に見てもらい，内容に分かりにくい点はないかなどをチェックしてもらいましょう。また，プレゼン後には多くの場合，面接官から質問が行われます。どんな質問が出そうか想定して，その回答も準備しておきましょう。





　プレゼンテーション面接のテーマ例　



● 学生時代に打ち込んだことについて

● この会社でやりたいことについて

● 自分の経験が仕事でどう生かせるか

● 新商品を提案する

















面接でよく聞かれる質問




自己紹介





● 1分間で自己PRしてください。

● 自分の性格をどのように分析していますか。

● あなたのとっておきの自慢話を一つ聞かせてください。

● あなたの人生において一番自分の為になったと思える経験は何ですか。

● 今までの人生で一番人から感謝されたというエピソードを聞かせてください。

● 今までの人生の中で，何か具体的な目標を決めて取り組んだことはありますか。

● 自分の第一印象についてどう思いますか。

● 学生時代（大学）に最も打ち込んだことは何ですか。

● なぜこの学科を専攻したのですか。

● ゼミ（研究室）ではどんなことを勉強しているのですか。

● あなたのポリシーや信念についてお聞かせください。

● これだけは絶対に人に負けないというものがあれば教えてください。







志望動機





● 企業を探すにあたってあなたがこだわっていることは何ですか。

● あなたにとって理想の会社（働きやすい会社）とはどのような会社ですか。

● 弊社の商品の中で何か一つをとりあげ，商品についてのあなたの分析や批評を聞かせてください。

● この会社をどのように成長させていきたいですか。

● 将来のビジョンや夢はお持ちですか。

● 10年後，20年後のキャリアビジョンを教えてください。

● 会社説明会を聞いて感じたことがあったら聞かせてください。

● この仕事に必要な資質や能力は何だと思いますか。

● この仕事をやり抜く自信はありますか。

● 何か新商品や新企画についてのアイデアをお持ちですか。

● 希望どおりに配属がかなわなかったらどうしますか。

● この業界（会社）が抱えている問題点は何だと思いますか。







キャラクターに関する質問





● 友人や仲間からどのような人だと言われますか。

● 対人関係をうまくやっていく自信はありますか。

● 大勢でいるとき，あなたはどういう役が多いですか。

● あなたが面接官だったら自分を採用しますか。またそれはどうしてですか。

● どういうことにイライラを感じますか。

● あなた自身にキャッチコピーをつけてみてください。







職業観に関する質問





● 社会人と学生の違いは何だと思いますか。

● 上司と意見が食い違ったらどうしますか。

● あなたにとって仕事のやりがいとは何ですか。

● あなたはなぜ働くのですか。







就職活動に関する質問





● 現在の就職活動の状況を聞かせてください。

● いつから具体的な就職活動を始めましたか。

● 弊社は今あなたの中で何番目の志望先ですか。

● 他社はどこを受験しているのですか。

● 内々定が出たらウチに入社を決めてくれますか。

● 就職の相談を誰かにしましたか。







時事問題





● 最近気になったニュースは何ですか。

● 近年の就活スケジュールの変更についてどう思いますか。

● 18歳からの選挙権についてどう思いますか。

● 企業の不祥事についてどうお考えですか。







番外編（圧迫）





● どうもキミはウチの仕事に向いているとは思えないんだけど…。

● キミ，今ウソついたでしょ。

● 結婚しても仕事は続けますか。















なかなか選考に通過しないとき



なかなか選考に通過しないと，諦めてしまいたくなる気持ちが出てくるかもしれません。しかし，もう一度企業を見直すチャンスと捉えて，前向きに取り組みましょう。



 原因をつかんで次に生かす 



選考に通過しないときには客観的に振り返って，何が原因なのかを考えてみましょう。アピールポイントが絞り込めていないのではないか。志望動機や強みが十分に伝えられなかったのではないか。原因がつかめれば，必ず次に生かすことができるはずです。自分で振り返っても分からない場合には，就職指導課・キャリア支援センターなどに相談をしてみましょう。第三者に自分を見てもらうことで，そのヒントをつかめることもあります。



 諦めず，視野を広げてみる 



思うようにいかないと，落ち込んで自分を責めてしまうこともあるかもしれません。しかし，自分だけに原因があるのではなく，その企業の求める人材と自分が，たまたまマッチしていなかったというケースもあります。

社会には無数の企業がありますが，就職活動で出会えるのはそのうちごく一握りです。また，就職活動で知ることができるのは，企業の一部分だけでもあります。今まで目を向けていなかった仕事や企業でも，自分の活躍の場を広げられる可能性があります。やりたいことにこだわるのも大切ですが，視野を広げて，諦めずに活動しましょう。






友人が決まっているが，自分は決まらないとき



就職活動中の友人との情報交換は大切です。また，友人との会話は自分の考えが整理できたり，リフレッシュできたりする効果もあります。そうした中で友人が内定をもらっているのに自分が決まっていないという状況になっても焦らないでください。就職活動の目的は単に内定を得ることではありません。自分の納得いく就職先をマイペースに見つけていくことが大切です。自分の進路は自分自身が決めるものです。















内定（内々定）



最終面接から内定（内々定）が出るまでの期間は企業によって異なります。内定（内々定）を承諾し，誓約書を提出する場合や，内定（内々定）を辞退する場合には慎重に判断しましょう。

もし判断に困ったら，就職指導課・キャリア支援センターに相談しましょう。



 内定（内々定）から内定式までの流れ 












● 内定（内々定）は，文書，メール，電話などによって通知されます。最終面接のときに口頭で告げられる場合もあります。はっきりと「内定（内々定）です」と告げられることもあれば，「就職活動をやめてください」「他社の内定を断ってください」などの表現で伝えられることもあります。

　就職の倫理憲章では正式な内定日は10月1日以降と定められているため，それ以前は「内々定」と表現されます。



















● 内定（内々定）が出た後に，企業に「この内定（内々定）を受け入れて入社する」ことを誓約する文書の提出が求められます。第一志望の企業であればすみやかに提出して就職活動を終了でよいですが，第一志望ではない企業からの内定承諾書の提出は慎重に対応しないといけません。

● 法的な拘束力はありませんが，提出するということは，その企業に行きますという意志の表れとなります。まずは安易に提出する前に「まだ選考が残っている企業があり，悔いのないよう最後まで取り組みたいのでもう少し待っていただけないか」など交渉をしてみるのも一つの手段です。どうしても待ってくれず，まだ就職活動を続けたい人は，一人で勝手に判断するのではなく，就職指導課・キャリア支援センターに相談しましょう。

※推薦状の提出を求められたら…

　⇒ 学校推薦と自由応募 を参照




















● 倫理憲章では10月1日以降が内定日とされており，10月1日に内定式を行う企業が多くなっています。









 複数内定（内々定）が出た場合 



就職活動を続けていると複数社から内定（内々定）をもらえることもあります。

当然ながら一人が入社できるのは1社ですので，本命以外の企業の内定（内々定）は辞退しなければなりません。特に，内定承諾書を提出した後の辞退は企業にもそこを希望していた学生にも，とても迷惑がかかる行為となります。内定辞退をする際はまずは先生や就職指導課・キャリア支援センターに相談し，一人で安易に内定辞退することはやめましょう。




企業側は内定承諾書受理後の内定辞退も想定して採用活動をしています。しっかりと誠意をもって対応すれば，企業側も理解してくれるはずです。相談後，内定辞退の方法を確認したら，すぐに担当者へ連絡をしましょう。内定辞退のタイミングが遅れれば遅れるほどトラブルにつながります。




毎年内定辞退を安易に考え，企業とトラブルになるケースもあります。悪びれることなく当たり前のように断る（辞退する）のはやめましょう。

内定辞退のポイントと，やってはいけないことを確認しておきましょう。








内定辞退のポイント




● 内々定を保留しすぎない。

● 内定辞退を決意したら，まずは先生や就職指導課・キャリア支援センターに相談する。

● 内定辞退の方法を確認したら，すぐに担当者に連絡する。辞退は早く，丁寧に。

● 法律的に問題ないといっても軽く考えない。内定をいただいた企業に対し，誠意をもって丁寧に辞退する旨を伝える。













やってはいけないNGいろいろ




● 連絡を先延ばしにする。

● 嘘をつく。

● 伝言で済ます。

● 無断辞退をする。

● 電話を無視する。

● メールやSNSで済ます。









※学校推薦，教授推薦の場合は原則として辞退できません。















お礼と報告，進路届・就職活動報告書の提出



就職が決定したら，お世話になった方にお礼と報告の連絡をしましょう。また，就職指導課・キャリア支援センターに進路届と就職活動報告書をすぐに提出
しましょう。



 就職活動でできたつながりを大切に 



OB・OG訪問をさせていただいた方，就職の相談にのっていただいた方や指導教授，家族など，多くの人に支えられて内定を得ることができたということを忘れないでください。そうした方々に進路が決まったことを報告し，お礼を述べましょう。直接会うのが難しい場合には，手紙やメールなどでも構わないので，感謝の気持ちを伝えましょう。就職先にはならなかった企業の方々でも，就職してから取引先となったりお世話になったりすることが出てくるかもしれません。就職活動で出会った方々とのつながりを大切にしてネットワークを広げておくことは，社会人になってからもきっと役立つことでしょう。



 進路届・就職活動報告書の提出 



「進路届」は，就職・進学・その他に関わらず，全員が提出するものです。進路が決定したら，すぐに進路届を提出してください。就職指導課・キャリア支援センターでは，この「進路届」に基づいて，文部科学省の学校基本調査をはじめ，各種調査・統計・統計資料を作成しています。あわせて，「就職活動報告書」の記入もお願いします。これらの資料は後輩が就職活動を進める際の貴重な資料となります。ご協力をお願いします。



※進路届は「ＮＵ就職ナビで入力」，もしくは「専用用紙に記入」のどちらかの方法で，必ず提出してください。



















取得・受験できる主な資格



職種によっては，成績ばかりでなく特定のことに優れた技術を発揮できる人材を求める企業があります。そのため，公的な資格を可能な限り取得することが望ましいといえます。この一覧表に記載の資格は，取得・受験できる資格のうち，各学科で推奨している主な資格をあげています。詳細は各対象の学部要覧を参照してください。





































駿河台キャンパス　お茶の水校舎　２階　就職指導課


〒101-8308　東京都千代田区神田駿河台1-18-14


TEL:03-3259-0644














船橋キャンパス　図書館内１階　キャリア支援センター


〒274-8501　千葉県船橋市習志野台7-24-1


TEL:047-469-5202
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